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� ●高松宮賜杯のゆくえ�─�昭和二〇年代後半の市民体育大会�─

高
松
宮
賜
杯
の
ゆ
く
え

─ 

昭
和
二
〇
年
代
後
半
の
市
民
体
育
大
会 

─

横
浜
市
に
お
け
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史

に
つ
い
て
調
べ
る
と
き
に
、
先
ず
手
に
取
る

書
籍
の
ひ
と
つ
に
、『
横
浜
ス
ポ
ー
ツ
百
年

の
歩
み
』
が
あ
る
。

こ
の
書
籍
の
二
三
九
ペ
ー
ジ
に
、
元
保
土

ケ
谷
区
体
育
協
会
副
会
長
根
本
宣
司
が
「
高

松
宮
杯
体
育
大
会
」
と
い
う
回
想
を
寄
せ
て

い
る
。
そ
の
回
想
で
は
、
一
九
五
一
（
昭
和

二
六
）
年
一
〇
月
に
第
二
回
高
松
宮
杯
体
育

大
会
が
三
ツ
沢
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
、

保
土
ケ
谷
区
の
体
育
協
会
で
は
大
会
に
向
け

て
選
手
強
化
を
行
っ
た
こ
と
、
そ
の
結
果
、

男
女
総
合
優
勝
を
果
た
し
高
松
宮
杯
を
獲
得

し
た
こ
と
、
一
二
月
に
行
わ
れ
た
総
合
閉
会

式
に
お
い
て
高
松
宮
か
ら
賜
杯
を
授
与
さ
れ
、

保
土
ケ
谷
小
で
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
も
高
松

宮
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が

回
想
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
横
浜
市
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
に
は

知
ら
れ
た
事
実
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
同
書
で

は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
大
会
に
つ
い
て
触
れ
ら

れ
て
い
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
な
大
会
で
あ

っ
た
の
か
、
い
つ
始
ま
っ
て
い
つ
終
わ
っ
た

の
か
な
ど
、
当
時
の
新
聞
記
事
や
担
当
部
署

の
発
行
物
な
ど
か
ら
見
て
い
こ
う
。

高
松
宮
宣
仁
と
当
時
の
横
浜

昭
和
初
期
、
海
軍
将
校
で
あ
っ
た
高
松
宮

は
、
横
須
賀
海
軍
航
空
隊
教
官
の
時
も
あ
り
、

観
艦
式
等
で
神
奈
川
県
を
訪
れ
る
こ
と
も
多

く
、
ま
た
葉
山
別
邸
も
あ
る
こ
と
か
ら
神
奈

川
県
と
の
関
わ
り
が
深
か
っ
た
。

第
二
次
大
戦
後
も
、
一
九
四
六
（
昭
和
二

一
）
年
九
月
、
横
浜
市
長
半
井
清
の
依
頼
に

応
じ
、
下
谷
本
町
（
現
青
葉
区
）
な
ど
に
視

察
に
訪
れ
て
い
る
。
四
七
年
に
は
、
共
同
募

金
運
動
激
励
の
た
め
に
来
県
し
愛
児
園
な
ど

を
訪
問
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
イ
ケ
ル
バ
ー

ガ
ー
の
午
餐
会
や
ク
ッ
ク
邸
で
の
茶
会
に
も

来
浜
し
て
い
る
（『
高
松
宮
日
記
』
第
八
巻
、

中
央
公
論
社
、一
九
九
七
年
。『
横
浜
市
史
Ⅱ
』

資
料
編
３
）。
一
九
四
九
年
四
月
一
〇
日
に
は
、

日
本
貿
易
博
覧
会
に
来
観
し
て
い
る
（『
日

本
貿
易
博
覧
会
記
念
写
真
帖
』）。
同
年
九
月

の
第
四
回
国
民
体
育
大
会
水
上
大
会
で
は
、

一
五
日
の
開
会
式
で
「
お
言
葉
」
を
述
べ
て

い
る
（『
神
奈
川
新
聞
』
九
月
一
六
日
）。
同

国
体
で
は
、
秋
季
大
会
で
も
本
牧
ヨ
ッ
ト
会

場
・
三
ツ
沢
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
会
場
・
反
町
体

操
会
場
へ
訪
れ
て
い
る
（
資
料
編
３
、
一
六

四
ペ
ー
ジ
）。
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に
は

開
国
百
年
祭
記
念
式
典
に
臨
席
し
て
い
る
。

ま
た
、
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
四
月
に
市

長
と
な
る
平
沼
亮
三
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
の
知
己
で
あ
り
、
四
一
（
昭
和
一
六
）

年
明
治
神
宮
国
民
体
育
大
会
総
裁
が
秩
父
宮

か
ら
高
松
宮
へ
と
替
わ
っ
た
こ
と
を
、「
宮
様

の
御
徳
を
御
兄
宮
様
の
や
う
に
存
じ
上
げ
な

か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
総
裁
宮
に
な
ら
せ
ら

れ
て
以
来
、
御
咫
尺
申
し
上
げ
て
、
御
兄
宮

様
と
同
様
な
御
高
徳
に
感
じ
入
つ
た
の
で
あ

る
」
と
平
沼
は
記
し
て
い
る
（『
ス
ポ
ー
ツ
生

活
六
十
年
』）。

高
松
宮
賜
杯
授
与
の
は
じ
め

高
松
宮
賜
杯
は
、
一
九
五
〇（
昭
和
二
五
）

年
四
月
二
日
に
行
わ
れ
た
第
四
回
横
浜
駅
伝

に
先
立
っ
て
、
ス
タ
ー
ト
地
点
で
あ
る
中
区

役
所
前
広
場
で
行
わ
れ
た
式
典
に
お
い
て
、

高
松
宮
か
ら
石
河
京
市
市
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

同
駅
伝
を
共
催
す
る
神
奈
川
新
聞
で
は
、「
地

方
競
技
で
は
前
例
の
な
い
賜
杯
」・「
地
方
競

技
初
の
賜
杯
」
と
報
じ
ら
れ
た
（『
神
奈
川
新

聞
』
四
月
二
・
三
日
）。

こ
の
式
典
に
つ
い
て
、
昭
和
二
五
年
『
横

浜
市
事
務
報
告
書
』
で
は
、「
市
体
育
奨
励
の

思
召
し
に
よ
り
特
に
高
松
宮
殿
下
か
ら
体
育

優
賞
杯
を
下
賜
さ
れ
、
殿
下
御
臨
場
の
下
中

区
役
所
前
広
場
に
お
い
て
全
ス
ポ
ー
ツ
人
参

集
の
上
賜
杯
式
典
を
挙
行
し
た
」
と
記
し
て

い
る
。
ま
た
『
昭
和
二
十
六
年
度　

横
浜
市

体
育
の
概
要
』（
横
浜
市
体
育
課
）
で
も
、

同
日
の
式
典
の
写
真
を
掲
載
し
て
、「
二
十
五

ス
ポ
ー
ツ
年
度
の
開
幕
と
し
て
高
松
宮
殿
下

の
御
来
臨
を
仰
ぎ
、
感
激
の
一
瞬
か
ら
華
々

し
い
ス
タ
ー
ト
を
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
過
程
に
よ
り
賜

杯
授
与
と
な
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、

高
松
宮
の
横
浜
市
「
体
育
奨
励
の
思
召
し
」

に
よ
り
賜
杯
の
授
与
と
な
り
、
中
区
役
所
前

広
場
に
お
い
て
式
典
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
式
典
に
続
い
て
、
先
に
見
た
よ
う
に

第
四
回
横
浜
駅
伝
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、

中
区
役
所
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
各
区
役
所
を

結
ぶ
一
〇
区
間
、
七
三
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
各
区
対
抗
に
よ
る
駅
伝
競
走
で
、
引
き
続

い
て
警
察
消
防
対
抗
駅
伝
も
行
わ
れ
た
。
各

区
対
抗
で
は
、
四
時
間
二
六
分
四
五
秒
の
タ

イ
ム
で
鶴
見
区
が
優
勝
し
た
。
こ
れ
を
報
じ

た
神
奈
川
新
聞
に
は
「
高
松
宮
杯
争
奪
第
四

回
横
浜
駅
伝
」
と
あ
り
、
鶴
見
区
に
高
松
宮

賜
杯
が
横
浜
市
長
旗
・
神
奈
川
新
聞
楯
と
と

も
に
贈
ら
れ
て
い
る
（
同
紙
四
月
三
日
）。

高
松
宮
は
駅
伝
も
観
戦
し
、
先
の
新
聞
記

事
に
は
「
な
か
に
は
疲
労
の
あ
ま
り
失
神
し

か
け
て
観
戦
中
の
宮
様
に
抱
か
れ
る
な
ど
の

中
継
所
風
景
も
織
り
こ
ま
れ
」
と
報
じ
ら
れ

て
お
り
、
か
な
り
近
い
と
こ
ろ
で
観
戦
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
最
初
の
賜
杯
授
与
は
、
横
浜

駅
伝
の
勝
者
で
あ
る
鶴
見
区
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
横
浜
駅
伝
の
優
勝
区
に
高
松
宮

賜
杯
が
贈
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
一
回
の
み
で

あ
っ
た
。
一
一
月
に
は
「
高
松
宮
杯
か
け
／

横
浜
体
育
祭
」（『
神
奈
川
新
聞
』
一
一
日
）

が
高
松
宮
妃
臨
席
の
も
と
予
定
さ
れ
て
い
る
。

写真1　高松宮と石河市長�年未詳� 石河志ヅ江家資料
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高
松
宮
賜
杯
は
「
各
区
対
抗
に
優
勝
し
た
区

に
贈
ら
れ
、
目
下
中
、
西
、
神
奈
川
三
区
で

争
つ
て
お
り
十
日
に
き
ま
る
」
と
あ
り
、
一

二
日
の
体
育
祭
で
は
、
第
一
部
の
授
与
式
に

お
い
て
「
さ
き
頃
行
わ
れ
た
各
区
対
抗
競
技

大
会
」
で
第
一
位
と
な
っ
た
中
区
に
高
松
宮

賜
杯
が
贈
ら
れ
、
第
二
位
西
区
に
米
第
八
軍

カ
ッ
プ
が
贈
ら
れ
て
い
る
（
同
一
三
日
）。

こ
の
「
各
区
対
抗
競
技
大
会
」
は
、
九
月

か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
「
秋
季
市
民
大
会
」

と
し
て
行
わ
れ
た
競
技
の
う
ち
、
各
区
対
抗

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
・
陸
上
・
軟
式
庭

球
・
野
球
な
ど
を
指
す
よ
う
で
あ
る
（『
昭
和

二
十
六
年
度　

横
浜
市
体
育
の
概
要
』）。
な

お
前
年
よ
り
市
民
体
育
大
会
は
、
各
競
技
団

体
に
よ
り
主
催
・
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
（『
横
浜
市
体
育
協
会
八
十
年
記
念

誌
』
収
載
の
横
浜
市
陸
上
競
技
協
会
の
項
）。

大
会
最
中
の
九
月
二
〇
日
に
は
「
高
松
宮

杯
授
与
に
関
す
る
採
点
委
員
会
」
が
開
か
れ
、

同
年
度
の
暫
定
授
与
方
針
と
採
点
方
針
、
翌

年
度
以
降
の
採
点
方
針
が
話
し
合
わ
れ
て
い

る
（『
横
浜
市
体
育
の
概
要
』）。

こ
の
よ
う
に
一
九
五
〇
年
秋
に
は
、
高
松

宮
賜
杯
は
各
種
の
各
区
対
抗
競
技
の
総
合
優

勝
区
に
贈
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
横
浜
駅
伝
は
、
翌
年
度
の
第
五
回

は
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
二
月
と
な
っ

た
（『
横
浜
健
民
』
第
二
七
号
、
一
九
五
二

年
二
月
）。

一
九
五
一
年
度
大
会

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
は
、
最
初
に

触
れ
た
回
想
の
よ
う
に
、
秋
に
高
松
宮
賜
杯

争
奪
の
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
な
お
、
同
年

四
月
の
選
挙
に
よ
り
、
市
長
が
石
河
京
市
か

ら
平
沼
亮
三
に
替
わ
っ
て
い
る
。

同
年
の
大
会
は
「
開
催
要
項
」（『
横
浜
体

育
』
第
二
三
号
、
一
九
五
一
年
一
〇
月
）
や

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
が
残
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
に
よ
っ
て
概
要
を
み
て
い
こ
う
。

先
ず
大
会
名
は
、
要
項
表
題
が
「
高
松
宮

殿
下
賜
杯
争
奪
各
区
対
抗
秋
季
市
民
大
会
開

催
要
項
」
と
あ
る
よ
う
に
、
高
松
宮
賜
杯
争

奪
を
明
確
に
し
て
い
る
。
事
務
報
告
書
に
よ

る
と
市
民
体
育
大
会
が
二
八
回
あ
り
（
前
年

一
一
月
～
当
年
一
〇
月
）、
そ
の
う
ち
の
秋

季
大
会
が
対
象
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
「
水

泳
が
入
つ
て
い
た
な
ら
ば
、
西
区
は
お
隣
の

高
松
宮
杯
を
横
滑
り
さ
せ
る
事
が
で
き
た
か

も
知
れ
な
い
」
と
の
記
述
も
あ
る
（「
高
松
宮

賜
杯
を
巡
っ
て
」、『
横
浜
体
育
』
第
二
三
号
）。

競
技
は
、
陸
上
（
三
沢
陸
上
競
技
場
）・

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
フ
ラ
イ
ヤ
ー
ジ
ム
）・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
三
沢
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー

ト
）・
軟
式
野
球
（
刑
務
所
グ
ラ
ン
ド
、
保
土

ケ
谷
球
場
）・
相
撲
（
レ
ア
ル
ト
劇
場
裏
広

場
）・
軟
式
庭
球
（
三
沢
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）・

柔
道
（
鶴
見
警
察
署
）・
卓
球
（
神
奈
川
体
育

館
）・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
共
進
中
・
蒔
田
中
）

の
九
競
技
で
（
野
球
・
相
撲
は
男
の
み
）、
陸

上
種
目
は
、
ト
ラ
ッ
ク
で
は
一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
男
女
・
二
〇
〇
男
女
・
四
〇
〇
男
・
八
〇

〇
男
・
一
五
〇
〇
男
・
五
〇
〇
〇
男
・
一
〇

〇
〇
〇
男
・
四
〇
〇
リ
レ
ー
男
女
・
一
六
〇

〇
リ
レ
ー
男
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
走
り
高
跳

び
男
女
・
砲
丸
投
げ
男
女
・
走
り
幅
跳
び
男

女
・
円
盤
投
げ
男
女
・
棒
高
跳
び
男
・
槍
投

げ
男
女
・
三
段
跳
び
男

で
あ
っ
た
（『
第
二
回

高
松
宮
賜
杯
争
奪　

横

浜
市
各
区
対
抗
秋
季
市

民
体
育
大
会
』）。

選
手
の
参
加
資
格
は
、

当
該
区
に
在
住
か
在
勤
、

学
生
の
場
合
は
在
住
の

み
、
一
名
一
種
目
の
み
、

同
一
人
が
二
区
以
上
の

予
選
に
出
場
し
た
場
合

は
中
央
大
会
へ
の
出
場

は
認
め
な
い
等
で
あ
っ
た
。

表
彰
は
、
男
女
総
合
優
勝
区
に
高
松
宮
賜

杯
、
男
子
総
合
優
勝
区
に
横
浜
市
長
杯
、
女

子
総
合
優
勝
区
に
横
浜
第
八
軍
将
校
団
ト
ロ

フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
、
種
目
別
優
勝
区
に
は
賞

品
・
賞
状
、
二
・
三
位
に
は
賞
状
が
贈
ら
れ

る
予
定
で
あ
っ
た
。

大
会
開
催
は
一
〇
月
一
三
日
、
一
四
日
の

予
定
で
あ
っ
た
が
、
雨
天
で
陸
上
が
二
一
日
、

相
撲
が
一
六
日
、
軟
式
庭
球
が
一
一
月
一
〇

日
と
な
っ
た
（『
横
浜
健
民
』
第
二
四
号
、

一
九
五
一
年
一
一
日
）。
大
会
の
結
果
は
、

総
合
優
勝
が
先
の
回
想
に
あ
る
よ
う
に
保
土

ケ
谷
区
、
男
子
の
優
勝
も
保
土
ケ
谷
区
、
女

子
は
南
区
と
な
っ
た
。
競
技
別
で
は
、
陸
上

は
男
女
共
南
区
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
男
女
共
中

区
、
バ
レ
ー
は
男
港
北
区
・
女
保
土
ケ
谷
区
、

野
球
は
磯
子
区
、
庭
球
は
男
鶴
見
区
・
女
南

区
、
卓
球
は
男
中
区
・
女
港
北
区
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
は
男
西
区
・
女
磯
子
区
、
柔
道
は
鶴

見
区
、
相
撲
は
西
区
で
あ
っ
た
（『
横
浜
健

民
』
第
二
六
号
、
一
九
五
一
年
一
二
月
）。

こ
の
表
彰
式
は
回
想
に
も
あ
る
よ
う
に
、

一
二
月
に
開
催
さ
れ
た
横
浜
市
体
育
祭
の
な

か
で
行
わ
れ
た
。
前
年
は
一
一
月
開
催
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
年
は
一
二
月
二
二
日
に
フ
ラ

イ
ヤ
ー
ジ
ム
で
開
か
れ
た
。
体
育
祭
は
午
後

一
時
か
ら
開
催
し
、
高
松
宮
の
到
着
を
吹
奏

楽
で
迎
え
た
の
ち
、
横
浜
市
体
育
協
会
会
長

の
開
会
宣
言
、
成
績
発
表
に
続
い
て
、
保
土

ケ
谷
区
に
高
松
宮
賜
杯
と
横
浜
市
長
賞
が
、

南
区
に
米
八
軍
将
校
団
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら

れ
た
。
そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
紹
介
と
し
て
卓

球
・
体
操
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
行
わ
れ

た
。卓
球
で
は
全
日
本
選
手
権
優
勝
者
で「
現

在
日
本
の
生
ん
だ
最
強
打
者
で
」、「
戦
後

益
々
そ
の
技
円
熟
し
斯
界
の
第
一
人
者
で
来

春
三
月
ボ
ン
ベ
イ
で
行
わ
れ
る
世
界
選
手
権

大
会
の
日
本
代
表
選
手
で
あ
る
」
藤
井
則
和

が
選
手
権
三
位
の
巴
保
春
と
試
合
を
行
い
、

ま
た
体
操
で
は
全
日
本
選
手
権
を
連
覇
中
の

竹
本
正
男
等
が
競
技
を
行
い
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

で
は
「
御
存
じ
の
通
り
過
去
九
十
六
連
勝
無

敗
の
驚
異
的
記
録
を
有
す
る
」、「
二
年
連
続

写真2� 伊勢佐木町のフライヤージム
� 年未詳　左上のかまぼこ形の建物
� 池田義夫家資料
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の
全
日
本
選
手
権
獲
得
を
始
め
」
と
す
る
タ

イ
ト
ル
を
有
す
る
日
本
鋼
管
と
早
稲
田
大
が

対
戦
し
た
（『
横
浜
健
民
』
第
二
六
号
）。

体
育
祭
終
了
後
に
は
、
保
土
ケ
谷
小
学
校

に
お
い
て
保
土
ケ
谷
区
の
祝
賀
会
が
開
か
れ
、

先
述
の
よ
う
に
高
松
宮
が
臨
席
し
て
い
る
。

一
九
五
二
年
・
五
三
年
大
会

翌
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
は
、
年
度
当
初

で
は
一
〇
月
下
旬
か
ら
一
一
月
三
日
の
予
定

で
、「
文
化
の
日
記
念
高
松
宮
杯
争
奪
秋
季
市

民
体
育
大
会
」
と
な
っ
て
い
た
が
（『
横
浜
健

民
』
第
二
九
号
、
一
九
五
二
年
四
月
）、
実
際

の
日
程
は
、
次
に
あ
る
よ
う
に
一
〇
月
一
〇

日
～
一
二
日
と
な
っ
た
。

こ
の
年
は
、
開
会
式
が
横
浜
体
育
祭
を
兼

ね
て
行
わ
れ
、
一
〇
月
一
〇
日
に
フ
ラ
イ
ヤ

ー
ジ
ム
で
行
わ
れ
た
。
体
育
祭
で
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
体
操
選
手
団
の
模
範
演
技
と
江
口
・

宮
舞
踊
団
の
舞
踊
も
予
定
さ
れ
て
い
た
。
実

際
の
競
技
は
一
部
を
除
い
て
一
二
日
ま
で
の

三
日
間
で
行
わ
れ
、
前
年
と
同
様
に
陸
上
・

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
軟

式
野
球
・
卓
球
・
軟
式
庭
球
・
柔
道
・
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
・
相
撲
が
行
わ
れ
た
。
最
終
日
の

一
二
日
の
様
子
を
伝
え
る
記
事
で
は
、「
総
合

優
勝
の
南
区
に
は
高
松
宮
杯
、
男
子
優
勝
西

区
に
は
横
浜
市
長
杯
、
女
子
優
勝
南
区
に
は

米
八
軍
将
校
団
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
た
」

と
あ
り
、
当
日
に
表
彰
も
行
わ
れ
た
よ
う
で

あ
る
（『
神
奈
川
新
聞
』
一
〇
月
一
三
日
）。

翌
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
も
、
一
〇
月
に

お
こ
な
わ
れ
た
秋
季
市
民
大
会
が
高
松
宮
賜

杯
争
奪
大
会
で
あ
っ
た
。

年
度
前
の
予
定
で
は
、「
実
践
系
統
図
」

の
「
ス
ポ
ー
ツ
」「
行
事
」「
市
民
競
技
」
に

は
、
駅
伝
大
会
・
春
季
市
民
体
育
大
会
・
夏

季
市
民
体
育
大
会
・
冬
季
市
民
体
育
大
会
な

ど
と
と
も
に
、
高
松
宮
杯
争
奪
各
区
対
抗
秋

季
市
民
体
育
大
会
と
あ
る
が
、「
？
」
が
付

せ
ら
れ
て
お
り
、「
年
間
行
事
予
定
表
」
に

は
掲
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（『
昭
和
二
十

八
年
度
横
浜
健
民
体
育
事
業
一
覧
』）。
高
松

宮
杯
争
奪
の
中
止
が
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
、

日
程
に
よ
る
も
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

し
か
し
、
九
月
発
行
の『
弘
報
よ
こ
は
ま
』

第
五
七
号
で
は
、「
高
松
宮
賜
杯
を
め
ぐ
り

／
各
区
対
抗
体
育
大
会
」
と
し
て
、
一
〇
月

九
～
一
一
日
の
三
日
間
、「
二
千
五
百
人
の

市
民
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
を
動
員
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
祭
典
の
絵
巻
が
に
ぎ
や
か
に
展
開
さ
れ

る
」
と
告
知
し
、
従
来
通
り
九
競
技
の
実
施

が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

実
際
の
大
会
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
会
場

の
都
合
に
よ
り
一
〇
月
四
日
に
平
楽
中
学
校

と
石
川
小
学
校
で
行
わ
れ
（『
朝
日
新
聞
』

一
〇
月
六
日
）、
他
の
競
技
で
も
野
球
が
一

三
日
ま
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
南
区
が

総
合
連
覇
と
な
り
、
女
子
優
勝
も
南
区
が
連

勝
で
、
男
子
優
勝
は
神
奈
川
区
と
な
っ
た
。

こ
の
表
彰
式
は
一
五
日
に
市
長
室
で
予
定
さ

れ
て
い
た
（『
朝
日
新
聞
』
一
〇
月
一
五
日
）。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
五
二
年
と
五
三
年
も

五
一
年
と
同
様
に
、
秋
季
市
民
体
育
大
会
が

高
松
宮
賜
杯
争
奪
大
会
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。

市
民
体
育
大
会
の
改
革

一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
二
月
に
開
催

さ
れ
た
「
第
四
回
月
例
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

議
」
で
は
、
市
民
体
育
大
会
の
開
催
方
針
に

つ
い
て
、
前
の
会
議
か
ら
の
「
宿
題
」
と
な

っ
て
い
た
次
の
よ
う
な
議
題
が
出
て
い
る
。

五
三
年
ま
で
の
大
会
で
は
、
区
対
抗
や
選
手

中
心
の
競
技
形
式
で
あ
っ
た
が
、そ
れ
を「
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
立
場
か
ら
広
く
一
般
市
民
を

対
象
と
し
た
大
会
（
オ
ー
プ
ン
形
式
）
を
考

え
た
い
と
の
」
事
で
あ
っ
た
（『
横
浜
健
民
』

第
四
五
号
、
一
九
五
四
年
三
月
）。
市
の
考

え
は
、「
区
の
予
選
会
を
実
施
し
な
い
で
中

央
大
会
に
推
薦
で
出
し
て
く
る
な
ど
」
が
あ

り
、「
区
対
抗
の
競
技
の
部
面
は
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
や
志
気
高
揚
の
面
で
思
わ
し
い
発
展

が
見
ら
れ
な
い
」
と
し
、「
記
録
を
中
心
に

し
た
も
の
で
あ
れ
ば
選
手
権
の
よ
う
な
も
の

で
、
種
目
協
会
が
担
当
し
て
や
れ
ば
よ
」
く
、

「
日
本
体
育
協
会
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る

の
で
、県
単
位
で
考
え
れ
ば
良
い
」と
し
、「
市

民
体
育
大
会
は
、
時
代
や
社
会
の
実
情
に
即

し
て
常
に
市
民
の
全
体
的
な
立
場
か
ら
う
ち

た
て
ら
れ
る
べ
き
」
と
し
て
い
る
。

競
技
団
体
か
ら
は
、
時
間
・
会
場
な
ど
の

問
題
か
ら
、
従
来
の
選
手
権
的
な
も
の
に
リ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
な
も
の
を
加
え
る
こ
と

は
困
難
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
が
、「
こ
の

線
に
沿
つ
て
今
一
度
種
目
毎
の
検
討
を
加
え

て
御
連
絡
願
い
た
い
」
と
各
競
技
団
体
代
表

に
依
頼
を
し
て
い
る
。

同
年
開
催
の
秋
季
市
民
体
育
大
会
は
、
一

〇
月
二
日
か
ら
各
地
で
一
六
種
目
が
行
わ
れ

る
予
定
と
な
っ
た
が
、「
こ
れ
ま
で
の
各
区

対
抗
制
を
撤
廃
、
全
然
オ
ー
プ
ン
制
で
市
民

の
自
由
な
参
加
を
求
め
る
の
が
ネ
ラ
イ
」

（『
神
奈
川
新
聞
』
一
〇
月
二
日
）
と
報
じ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
区
対
抗
制
か
ら
市
民

オ
ー
プ
ン
参
加
の
大
会
運
営
に
変
更
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
総
合
優
勝
区

に
贈
ら
れ
て
い
た
高
松
宮
賜
杯
な
ど
は
無
く

な
っ
て
い
る
。
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